
259

第
11
章　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
歴
史

ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ

１　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
は

　

広
島
と
長
崎
は
一
九
四
五
年
に
核
兵
器
に
よ
る
直
接
攻
撃
を
受
け
た
。
人
々
は
原
爆
に
よ
る
爆
風
、
途

方
も
な
い
高
温
の
熱
線
、
放
射
線
に
苦
し
み
、
亡
く
な
っ
た（

1
）。

広
島
も
長
崎
も
ほ
ぼ
八
〇
年
を
経
た
現
在

で
も
な
お
、
多
く
の
点
で
こ
の
核
攻
撃
か
ら
の
回
復
途
上
に
あ
る
。
そ
の
後
、
人
間
を
直
接
攻
撃
す
る
た

め
に
核
兵
器
が
再
び
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
一
九
四
五
年
以
降
、
核
兵
器
国
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
）［
訳

注
：
Ｎ
Ｗ
Ｓ
（N

uclear W
eapon State

＝
核
兵
器
国
）
と
は
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
で
核
兵
器
の
保
有
を
認

め
ら
れ
た
米
ロ
英
仏
中
の
五
カ
国
を
指
す
］
は
二
〇
〇
〇
発
を
超
え
る
核
兵
器
を
爆
発
さ
せ
て
き
た（

2
）。

人
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間
を
直
接
攻
撃
す
る
た
め
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
核
兵
器
、
中
で
も
熱
核
兵
器
（
水
素
爆
弾
）
の
爆

発
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
甚
大
で
、
多
く
の
人
が
核
実
験
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
さ
ら
に
何
百
万
人
も
の
人
々
が
核
兵
器
や
原
子
炉
の
事
故
に
よ
り
、
ま
た
核
物
質
の
生
産
、
特

に
核
兵
器
製
造
お
よ
び
原
子
力
発
電
の
た
め
の
核
燃
料
の
生
産
に
よ
り
被
曝
し
た
。
世
界
各
地
に
存
在
す

る
こ
れ
ら
の
何
百
万
人
も
の
被
曝
者
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
で
あ
る（

3
）。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
放
射
線
に
被
曝
す
る
の
か

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る（

4
）。

こ
こ
広
島
で
、
そ
し
て
長
崎
で
、
人
々
が
受
け
た
放
射
線
に
よ
る
被

害
は
二
通
り
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
核
兵
器
が
投
下
さ
れ
た
時
、
爆
心
地
か
ら
放
射
さ
れ
た
激
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
波
に
よ
る
被
曝
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
波
に
は
爆
風
と
熱
線
に
加
え
、
γ
線
と
中
性
子
線

が
含
ま
れ
て
い
た
。
爆
風
や
熱
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同
様
、
核
兵
器
の
爆
発
で
放
射
線
が
と
て
つ
も
な
い

勢
い
で
放
出
さ
れ
た
結
果
、
近
く
に
い
た
人
た
ち
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
の
放
射
線
は
爆
心

地
か
ら
約
三
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
に
害
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
遠
く
へ
と
拡
が
る
に
つ
れ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
弱
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
地
域
内
に
い
た
す
べ
て
の
人
の
全
身
に
放
射
線
が
浸
透
し
て

細
胞
や
器
官
を
損
傷
し
て
い
っ
た
。
こ
の
放
射
線
の
持
続
時
間
は
一
分
未
満
で
、
巨
大
な
Ｘ
線
装
置
の
ス

イ
ッ
チ
が
オ
ン
に
な
っ
た
後
、
す
ぐ
オ
フ
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
オ
フ
に
な
っ
た
時
に
は
、
放
射
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線
は
も
う
存
在
し
な
い
。
こ
の
放
射
線
の
外
部
被
曝
に
よ
る
損
傷
で
、
多
く
の
人
々
が
即
死
し
、
さ
ら
に

多
く
の
人
が
数
日
後
、
数
週
間
後
、
あ
る
い
は
数
カ
月
後
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
の
何
十
年
も

の
間
に
、
さ
ら
に
多
く
の
人
が
病
気
に
な
っ
た
。
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）
と
そ
の
後
継
研
究

機
関
で
あ
る
放
射
線
影
響
研
究
所
（
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
）
は
今
日
ま
で
、
こ
れ
ら
の
放
射
線
被
曝
に
よ
る
健
康
被
害

を
追
跡
し
続
け
て
い
る
。

　

人
々
は
ま
た
、
黒
い
雨
に
よ
っ
て
も
被
曝
し
た
。
核
兵
器
が
爆
発
す
る
と
、
核
分
裂
生
成
物
と
呼
ば
れ

る
多
く
の
放
射
性
微
粒
子
を
放
出
す
る
。
原
爆
の
キ
ノ
コ
雲
は
、
こ
う
し
た
放
射
性
微
粒
子
に
加
え
、
分

裂
し
な
か
っ
た
ウ
ラ
ン
235
ま
た
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
で
満
ち
て
い
た
（
広
島
型
原
爆
に
は
ウ
ラ
ン
235
が
使
用
さ
れ
、

長
崎
型
原
爆
に
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
使
用
さ
れ
た（

5
））。

そ
れ
に
加
え
て
、
微
粒
子
は
爆
発
に
よ
り
イ
オ
ン
化
さ
れ

て
放
射
性
物
質
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
微
粒
子
は
、
爆
発
後
に
生
じ
た
火
球
が
冷
却
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
キ
ノ
コ
雲
へ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
キ
ノ
コ
雲
の
て
っ
ぺ
ん
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
は
、

す
べ
て
こ
の
放
射
性
微
粒
子
の
た
め
で
あ
る
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
後
、
キ
ノ
コ
雲
が
漂
い
、
そ
れ
に
つ

れ
て
放
射
性
微
粒
子
が
キ
ノ
コ
雲
か
ら
落
下
し
、
地
上
へ
と
漂
い
な
が
ら
落
ち
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
放
射

性
「
降
下
物
」
で
あ
る
。
広
島
で
は
漂
流
す
る
雲
か
ら
雨
が
こ
れ
ら
の
放
射
性
微
粒
子
を
取
り
込
ん
だ
が
、

街
を
燃
や
す
炎
か
ら
大
量
の
煤
も
放
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
雨
は
黒
く
な
っ
た
。
こ
の
黒
い
雨
に
は
大
量
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の
放
射
性
微
粒
子
が
含
ま
れ
て
い
た
。
様
々
な
微
粒
子
は
異
な
る
化
学
的
性
質
を
持
ち
、
数
時
間
ま
た
は

数
日
し
か
放
射
性
が
持
続
し
な
い
微
粒
子
も
あ
れ
ば
、
何
百
年
、
何
千
年
も
の
間
、
放
射
性
が
持
続
す
る

微
粒
子
も
あ
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
危
険
性
は
一
〇
〇
万
年
以
上
継
続
し
、
ウ
ラ
ン
235
の
危
険
性
は
何
十

億
年
も
の
間
、
継
続
す
る
。
こ
れ
ら
の
放
射
性
微
粒
子
は
基
本
的
に
、
体
内
に
入
る
と
危
険
で
あ
る
。
主

に
呼
吸
や
飲
食
、
あ
る
い
は
皮
膚
の
切
り
傷
を
通
し
て
私
た
ち
の
体
内
に
入
っ
て
く
る
。
体
内
に
入
っ
た

場
合
、
排
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
食
べ
物
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
と
同
じ
よ
う
に
体
内
に
留
ま
る
こ

と
も
あ
る
。
人
間
の
身
体
は
体
内
に
入
っ
て
き
た
微
粒
子
を
、
そ
の
化
学
的
性
質
に
応
じ
て
様
々
な
目
的

に
利
用
す
る
。
例
え
ば
、
核
爆
発
で
生
成
さ
れ
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
は
カ
ル
シ
ウ
ム
に
似
て
い
る
た
め
、

体
内
に
入
る
と
多
く
の
場
合
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
同
様
に
骨
や
歯
に
蓄
積
さ
れ
る
。
個
々
の
微
粒
子
は
高
レ

ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
な
い
が
、
体
内
に
蓄
積
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
微
粒
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

一
日
二
四
時
間
、
周
辺
の
細
胞
に
影
響
を
与
え
る
。
何
年
も
こ
う
し
た
影
響
が
続
く
と
傷
害
や
疾
患
の
原

因
と
な
る
。
そ
し
て
半
減
期
の
長
い
放
射
性
微
粒
子
の
場
合
、
こ
の
危
険
性
は
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
継

続
す
る
。

　

黒
い
雨
に
曝
さ
れ
、
そ
の
後
に
疾
病
を
発
症
し
た
人
々
を
、
科
学
者
や
裁
判
所
が
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と

認
識
す
る
ま
で
に
は
長
い
年
月
が
か
か
っ
た
。
一
方
、
原
爆
に
よ
る
放
射
線
の
外
部
被
曝
者
を
把
握
す
る
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こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
爆
心
地
周
辺
の
三
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
い
た
人
た
ち
す
べ
て
で
あ
る
。

し
か
し
、
風
下
の
地
域
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
放
射
性
微
粒
子
が
堆
積
し
た
後
に
、
そ
の
微
粒
子
を
体
内

に
摂
取
し
た
人
と
摂
取
し
な
い
人
を
判
別
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
こ
の
困
難
さ
ゆ
え
に
、
黒
い
雨

に
曝
さ
れ
た
人
た
ち
を
原
爆
投
下
に
よ
る
被
爆
者
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
も
ま
た
、
難
し
か
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
多
く
の
人
は
、
次
の
「
世
界
大
戦
」
が
起
き
る
と
核
兵
器
が
使
わ
れ
る
、

と
怖
れ
た
。
広
島
や
長
崎
の
人
た
ち
が
受
け
た
よ
う
な
直
接
の
核
攻
撃
を
多
く
の
人
が
受
け
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
怖
れ
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
回
を
超
え
る
核
実
験
に
よ
っ
て
、
原
爆
の
黒
い
雨

と
同
じ
よ
う
な
放
射
性
降
下
物
に
よ
り
、
何
百
万
も
の
人
々
が
被
曝
し
て
い
る
。
冷
戦
期
に
は
、
核
爆
発

よ
り
も
放
射
性
降
下
物
に
よ
る
被
曝
の
方
が
「
標
準
」
に
な
っ
た
。
黒
い
雨
に
曝
さ
れ
た
人
た
ち
に
起
き

た
こ
と
を
認
識
す
る
の
に
長
い
年
月
を
要
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
受
け

た
被
害
も
否
定
さ
れ
、
そ
の
苦
し
み
も
同
じ
よ
う
に
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。

２　

核
実
験

　

米
国
は
日
本
に
核
攻
撃
を
行
な
っ
て
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
核
兵
器
の
実
験
を
開
始
し
た（

6
）。

一

九
四
六
年
の
六
月
と
七
月
に
は
国
連
か
ら
の
信
託
統
治
領
と
し
て
米
国
が
保
有
し
て
い
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
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島
で
二
つ
の
核
実
験
を
行
な
っ
た
。
米
国
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
降
下
物
の
雲
を
伴
う
水
爆
の
開

発
を
は
じ
め
、
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
核
実
験
を
続
け
た
。
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が

一
九
四
九
年
に
核
兵
器
を
開
発
す
る
と
、
米
国
は
国
内
の
ネ
バ
ダ
州
に
も
核
実
験
場
を
開
設
し
た
。
ネ
バ

ダ
核
実
験
場
で
は
九
〇
〇
回
を
超
え
る
核
実
験
が
行
な
わ
れ
、
地
球
上
で
最
も
多
く
の
核
爆
発
が
行
な
わ

れ
た
場
所
と
な
っ
た
。
ネ
バ
ダ
核
実
験
場
は
現
在
も
な
お
、
現
役
の
軍
用
地
で
あ
り
、
こ
の
実
験
場
で
米

国
は
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
を
開
発
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
戦
争
で
使
用
し
て
き
た
。
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器

は
核
兵
器
と
同
様
、
使
用
後
は
生
態
系
に
放
射
性
核
種
が
残
留
す
る
。
こ
れ
ら
二
カ
所
の
核
実
験
場
は
、

大
量
の
放
射
性
降
下
物
を
ま
き
散
ら
し
て
人
々
を
被
曝
さ
せ
た
。
ネ
バ
ダ
州
で
の
大
気
圏
内
核
実
験
に
よ

り
、
大
量
の
放
射
性
降
下
物
を
含
む
雲
が
米
国
本
土
を
横
切
り
、
今
日
な
お
、
風
下
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
放
射
線
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
最
近
よ
う
や
く
米
国
は
、
汚
染
が
ひ
ど
か
っ
た
時
期
に
ネ
バ

ダ
核
実
験
場
か
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
に
、
少
額
の
補
償
金
の
支
払
い

を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
健
康
に
危
険
を
も
た
ら
し
続
け
る
残
留
放
射
線
が
存
在
す
る
地
域
で
は
、
そ
の

後
も
多
く
の
人
が
生
ま
れ
、
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
中
頃
に
実
施
さ
れ
た
水
爆
実
験
に
よ
り
、
膨
大
な
放
射
性

降
下
物
の
雲
を
経
験
し
た
。
最
初
の
実
用
水
爆
実
験
で
あ
る
一
九
五
四
年
三
月
一
日
の
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
で
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は
、
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
環
礁
に
住
む
数
百
の
人
々
が
被
曝
し
、
全
員
が
健
康
へ
の
影
響
を
受
け

た
。
汚
染
さ
れ
た
環
礁
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
放
射
線
が
現
在
も
残
り
、
い
ま
だ
に
広
い
範
囲
が
居
住
不
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
、
第
五
福
竜
丸
が
放
射
性
降
下
物
を
浴
び
、
乗
組

員
全
員
が
病
気
に
な
り
、
六
カ
月
後
に
乗
組
員
の
久
保
山
愛
吉
が
亡
く
な
っ
た
。
現
在
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
共
和
国
で
は
核
実
験
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
苦
し
み
や
、
こ
の
惨
事
か
ら
生
き
残
っ
た
人
た
ち
の
苦

難
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
が
行
な
わ
れ
た
日
は
国
民
の
休
日
と
な
っ
て
い
る
。

　

旧
ソ
連
は
米
国
か
ら
四
年
遅
れ
て
核
兵
器
を
開
発
し
た（

7
）。

ソ
連
は
カ
ザ
フ
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和

国
に
最
初
の
核
実
験
場
を
建
設
し
た
。
そ
の
実
験
場
で
ソ
連
は
核
分
裂
兵
器
だ
け
で
な
く
核
融
合
兵
器
で

あ
る
水
素
爆
弾
も
開
発
し
た
。
核
実
験
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ポ
リ
ゴ
ン
か
ら
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
内
に
多
く
の
村
が
あ
り
、
放
射
性
降
下
物
は
こ
の
核
実
験
場
の
風
下
に
住
む
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る

人
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ソ
連
は
ウ
ラ
ル
山
脈
近
く
で
行
な
っ
た
核
実
験
の
際
、
汚
染

さ
れ
た
訓
練
用
地
に
五
万
人
を
超
え
る
部
隊
を
参
加
さ
せ
た
ほ
か
、
数
多
く
の
場
所
で
核
実
験
を
行
な
っ

た
。
一
九
五
〇
年
代
後
期
に
は
北
極
海
の
ノ
バ
ヤ
・
ゼ
ム
リ
ャ
島
に
核
実
験
場
を
建
設
し
、
一
九
六
一
年

に
史
上
最
大
の
核
爆
発
実
験
を
行
な
っ
た
。
こ
の
時
の
水
爆
ツ
ァ
ー
リ
・
ボ
ン
バ
の
威
力
は
、
米
国
最
大

の
核
実
験
で
あ
る
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
の
三
倍
を
超
え
て
い
た
。
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次
に
核
実
験
を
行
な
っ
た
国
は
英
国
で
あ
る（

8
）。

英
国
は
一
九
五
二
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
豪
州
）
で
核

実
験
を
行
な
っ
た
。
豪
州
内
に
三
カ
所
の
実
験
場
を
設
け
た
ほ
か
、
今
日
で
は
「
汚
い
爆
弾
」
と
呼
ば
れ

る
爆
弾
の
実
験
も
複
数
回
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
実
験
の
大
半
は
、
南
豪
州
内
陸
部
の
先
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
あ
る
伝
統
あ
る
地
で
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
豪
州
政
府
は
降
下
物
の
雲
が
あ
ま
り
に
広
大
で

あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
英
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
水
爆
実
験
を
行
な
う
こ
と
を
拒
絶
し
た
。
そ
の

後
、
英
国
は
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
家
キ
リ
バ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
島
に
別
の
核
実
験
場
を
建
設
し
た
。
一

九
五
七
年
と
一
九
五
八
年
に
英
国
は
ク
リ
ス
マ
ス
島
で
多
く
の
水
爆
実
験
を
行
な
い
、
そ
の
合
計
は
四
五

回
に
達
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
一
九
六
〇
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
核
実
験
を
開
始
し
た（

9
）。

長
い
間
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
フ

ラ
ン
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
核
実
験
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争

の
最
中
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
独
立
戦
争
で
苦
戦
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
核
実
験
が
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
核
実
験
を
実
施
し
な
が
ら
、
別
の
植
民
地
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
も
う
一
つ
の
核
実
験
場
を
建
設
し
て
い
た
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
核
実
験
場
で
フ
ラ

ン
ス
は
自
国
の
水
素
爆
弾
す
べ
て
を
含
め
、
ほ
ぼ
二
〇
〇
回
の
核
実
験
を
行
な
っ
た
。

　

大
気
圏
内
で
核
実
験
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
風
下
へ
と
降
下
物
を
も
た
ら
し
た
最
後
の
国
は
中
国
で
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あ
る（

10
）。

中
国
は
新
彊
自
治
区
の
ロ
プ
ノ
ー
ル
核
実
験
場
で
自
国
の
核
兵
器
す
べ
て
の
実
験
を
行
な
っ
た
。

核
分
裂
型
（
原
爆
）
と
核
融
合
型
（
水
爆
）
の
実
験
を
計
四
五
回
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

核
実
験
場
の
場
所
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
核
の
植
民
地
主
義
が
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
核
兵
器
国
で
あ
る
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
二
カ
国
は
自
国
の
領
土
内
で
は
一
度
も
核
実
験

を
行
な
っ
て
い
な
い
。
両
国
と
も
、
自
国
の
植
民
地
内
や
植
民
地
か
ら
独
立
後
の
土
地
で
の
み
核
実
験
を

行
な
っ
た
。
米
国
は
国
内
で
も
「
信
託
統
治
領
」
で
も
核
実
験
を
行
な
っ
た
が
、
水
爆
に
よ
っ
て
発
生
す

る
巨
大
な
降
下
物
の
雲
の
被
害
を
米
国
内
の
人
々
が
受
け
な
い
よ
う
に
、
水
爆
実
験
は
す
べ
て
米
国
大
陸

部
の
外
で
行
な
っ
た
。
国
内
に
実
験
場
を
設
け
る
時
で
も
、
必
ず
民
族
的
、
あ
る
い
は
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
（
少
数
派
）、
す
な
わ
ち
先
住
民
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
、
そ
し
て
モ
ル
モ
ン
教
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
近
く

が
選
ば
れ
、
多
数
派
の
人
々
の
集
ま
る
場
所
は
避
け
ら
れ
た
。
旧
ソ
連
に
お
け
る
主
要
な
核
実
験
場
は
、

民
族
的
に
も
宗
教
的
に
も
多
数
派
の
ロ
シ
ア
人
の
居
住
地
と
は
異
な
る
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
設
け
ら
れ
た
。

中
国
で
は
す
べ
て
の
核
実
験
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
伝
統
的
な
土
地
で
行
な
わ
れ
た
。
彼
ら
は
民
族
的
・
宗

教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
今
な
お
酷
い
抑
圧
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
選
ば
れ
て
」
被
曝
し
た
人
た
ち
は
、
政
治
的
に
無
力
な
た
め
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

軍
事
上
や
安
全
保
障
上
の
要
請
に
基
づ
い
て
核
実
験
場
を
選
定
し
た
の
で
は
な
く
、
核
実
験
を
行
な
う
国
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の
側
に
政
治
的
な
影
響
が
及
ば
な
い
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
核
の
植
民
地

主
義
」
で
あ
り
、
資
源
搾
取
の
た
め
の
植
民
地
主
義
で
は
な
く
、「
空
の
場
所
」「
誰
も
い
な
い
場
所
」
を

搾
取
の
対
象
と
す
る
植
民
地
主
義
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
「
空
」
の
場
所
で
、
実
際
に
は
何
百
万
も

の
人
々
が
五
核
兵
器
国
（
Ｐ
５
）
の
核
実
験
に
よ
る
放
射
性
降
下
物
で
被
曝
し
、
さ
ら
に
何
百
万
も
の
人
々

が
、
汚
染
さ
れ
た
土
地
に
今
も
住
み
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

３　

核
の
製
造

　

核
兵
器
の
製
造
も
原
子
力
発
電
も
極
め
て
技
術
集
約
的
な
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
段
階
は
「
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
」
と
総
称
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
で
は
節
目
ご
と
に
、
結
果
と
し
て
作
業
者
お
よ
び
生
産
場
所

の
近
隣
住
民
が
汚
染
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
で
は
低
レ
ベ
ル
、
中
レ
ベ
ル
、
高
レ
ベ

ル
の
放
射
性
廃
棄
物
が
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
、
各
段
階
で
現
場
だ
け
で
な
く
、
放
射
性
廃
棄
物
を
管
理

す
る
過
程
に
い
る
人
々
に
も
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

す
べ
て
の
核
技
術
は
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
か
ら
始
ま
る（

11
）。

ウ
ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
は
他
の
鉱
石
の
採
掘
と

同
様
、
世
界
の
様
々
な
場
所
に
あ
る
岩
石
に
含
ま
れ
る
天
然
鉱
石
を
掘
り
出
す
作
業
で
あ
り
、
地
下
採
掘

と
露
天
掘
り
の
両
方
で
採
掘
す
る
と
い
う
点
も
似
て
い
る
。
最
初
の
ウ
ラ
ン
鉱
石
は
他
の
鉱
石
の
採
掘
現
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場
で
副
産
物
と
し
て
採
取
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
多
く
の
鉱
山
は
銀
を
採
掘
す
る
鉱
山
で
あ
っ
た
が
、
か

つ
て
希
少
鉱
石
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ウ
ラ
ン
が
、
今
で
は
豊
富
な
量
が
広
く
分
布
し
て
い
る
と
わ

か
り
掘
削
さ
れ
て
い
る
。

　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
最
初
に
放
射
線
に
被
曝
す
る
の
は
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
労
働
者
で
あ
る
。
多
く

の
労
働
者
が
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
閉
鎖
さ
れ
た
狭
い
空
間
で
ウ
ラ
ン
の
微
粒
子
を
吸
い
込
み
、
そ
の
た
め
に
長

き
に
わ
た
り
、
重
度
の
肺
が
ん
に
苦
し
ん
で
き
た
。
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
労
働
者
は
ま
た
、
ウ
ラ
ン
の
ち
り
を

衣
服
や
靴
に
付
着
さ
せ
て
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
者
の
住
居
や
ウ
ラ
ン
鉱
山
近
く
に
住
む

人
々
か
ら
高
レ
ベ
ル
の
ウ
ラ
ン
の
放
射
性
核
種
が
確
認
さ
れ
た
。
採
掘
の
過
程
で
ウ
ラ
ン
に
汚
染
さ
れ
た

多
く
の
廃
棄
物
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
鉱
山
の
そ
ば
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
テ
ー

リ
ン
グ
（
鉱
滓
）」
と
呼
ば
れ
、
山
積
み
で
放
置
さ
れ
た
り
、
大
き
な
池
に
投
棄
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
ウ

ラ
ン
鉱
山
が
閉
山
し
た
時
、
鉱
山
会
社
が
山
積
み
の
、
あ
る
い
は
池
に
投
棄
し
た
テ
ー
リ
ン
グ
を
浄
化
し

た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
米
国
史
上
、
最
大
の
放
射
線
事
故
は
チ
ャ
ー
チ
・
ロ
ッ
ク
社
の
起
こ
し
た
惨
事

で
、
一
九
七
九
年
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
で
ダ
ム
が
決
壊
し
、
ウ
ラ
ン
の
テ
ー
リ
ン
グ
を
投
棄
し
た
池
か

ら
近
く
の
河
川
に
大
量
の
放
射
性
廃
棄
物
が
流
出
し
た（

12
）。

　

ウ
ラ
ン
は
数
種
類
の
同
位
元
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
核
分
裂
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能
な
の
は
ウ
ラ
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ン
235
だ
け
で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
235
は
天
然
ウ
ラ
ン
に
一
％
未
満
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
天
然
ウ
ラ
ン

は
多
く
の
段
階
を
経
て
精
製
し
、
最
終
的
に
核
分
裂
を
可
能
に
す
る
十
分
な
ウ
ラ
ン
235
を
含
む
物
質
、
す

な
わ
ち
濃
縮
ウ
ラ
ン
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
の
段
階
で
は
、
天
然
ウ
ラ
ン
の
大
半
を
構

成
す
る
重
い
ウ
ラ
ン
238
か
ら
ウ
ラ
ン
235
を
分
離
す
る
た
め
、
遠
心
分
離
機
を
使
用
し
た
り
、
天
然
ウ
ラ
ン

を
ガ
ス
に
変
換
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
処
理
が
行
な
わ
れ
る
。
分
離
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
235
は
核
兵
器

に
直
接
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ウ
ラ
ン
238
は
原
子
炉
に
動
力
を
供
給
す
る
燃
料
棒
に
使
用
さ
れ
る（

13
）。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
原
子
炉
は
、
核
兵
器
用
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
製
造
す
る
た

め
に
設
計
さ
れ
、
最
初
に
稼
働
し
た（

14
）。

そ
の
製
造
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
行
な
わ
れ
た
。

米
国
は
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
続
き
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
サ
バ
ン
ナ
川
で
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
炉
を

稼
働
し
、
七
万
発
を
超
え
る
核
兵
器
製
造
が
可
能
な
量
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
産
し
た（

15
）。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

は
核
燃
料
棒
を
「
燃
焼
」
さ
せ
て
製
造
す
る
。
ウ
ラ
ン
238
の
一
部
を
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
変
換
し
、
そ
の
後
、

燃
料
棒
を
硫
酸
で
溶
解
し
て
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
化
学
的
に
他
の
物
質
か
ら
分
離
さ
せ
る
。
こ
の
過
程
で

残
っ
た
廃
棄
物
は
、
化
学
的
に
有
毒
で
放
射
性
レ
ベ
ル
も
高
い
。
こ
の
廃
棄
物
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
大

型
タ
ン
ク
内
に
貯
蔵
さ
れ
る
。
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
発
生
し
た
こ
う
し
た
廃
棄
物
の
大
半
は
、
い
ま
だ
に
大

型
タ
ン
ク
内
に
入
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
原
子
炉
に
お
け
る
最
初
の
大
規
模
な
事
故
の
一
つ
は
、
旧
ソ
連
の
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マ
ヤ
ー
ク
核
施
設
の
ま
さ
に
こ
う
し
た
廃
棄
物
貯
蔵
タ
ン
ク
で
爆
発
が
起
き
た
時
に
発
生
し
た（

16
）。

マ
ヤ
ー

ク
核
施
設
は
、
旧
ソ
連
の
核
兵
器
用
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
製
造
工
場
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
九
月
二
九
日
、

こ
れ
ら
の
タ
ン
ク
の
一
つ
で
起
き
た
爆
発
に
よ
っ
て
、
廃
棄
物
が
舞
い
上
が
り
、
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
範
囲
に
放
射
性
物
質
が
拡
散
し
た
。
こ
の
範
囲
に
は
二
五
万
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
住
ん
で

い
た
。
こ
の
地
域
で
は
六
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
放
射
性
微
粒
子
が

残
留
し
て
い
る
。
こ
の
事
故
は
旧
ソ
連
軍
の
原
子
炉
複
合
施
設
内
で
発
生
し
た
た
め
、
地
元
住
民
や
国
際

社
会
に
対
し
、
こ
の
事
故
や
健
康
上
の
危
険
に
関
す
る
情
報
は
一
切
、
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

二
番
目
の
原
子
炉
事
故
は
、
マ
ヤ
ー
ク
の
事
故
か
ら
一
一
日
後
の
一
九
五
七
年
一
〇
月
一
〇
日
に
発
生

し
た
。
英
国
カ
ン
ブ
リ
ア
州
の
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
原
子
力
施
設
で
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
用
の
原
子
炉
の

一
つ
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
の
で
あ
る（

17
）。

ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
原
子
炉
の
火
災
は
三
日
間
続
き
、
火
災
の
煙

に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
風
で
運
ば
れ
、
大
気
中
に
拡
散
し
た
。
事
故
当
時
、
英
国
政
府
は
火
災
発
生
を

認
識
し
た
が
、
危
険
性
は
な
く
、
原
子
炉
施
設
か
ら
の
放
射
線
の
漏
出
は
な
い
、
と
公
言
し
た
。
そ
の
後
、

事
故
当
時
の
天
候
と
降
雨
の
パ
タ
ー
ン
を
考
慮
に
入
れ
た
分
析
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
の
推
定
値

は
修
正
さ
れ
、
英
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
欧
州
北
部
の
か
な
り
の
地
域
に
放
射
性
降
下
物
が
拡
散

し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
二
〇
〇
七
年
の
調
査
の
試
算
に
よ
る
と
、
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
の
火
災
に
よ
る
放
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射
性
微
粒
子
の
拡
散
が
原
因
で
、
近
隣
の
風
下
地
域
だ
け
で
約
二
四
〇
人
の
が
ん
患
者
が
発
生
し
、
こ
の

う
ち
最
大
で
二
〇
〇
人
が
死
亡
し
た
と
い
う（

18
）。

４　

原
子
力
事
故

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
以
降
、
核
燃
料
の
生
産
と
核
兵
器
に
関
連
す
る
事
故
が
発
生
し
て
き
た
。
し
か
し
、

最
悪
の
事
故
は
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
、
特
に
核
燃
料
の
溶
融
に
伴
う
事
故
で
あ
っ
た
。
原
子
力

発
電
所
の
稼
働
が
始
ま
っ
て
以
降
、
一
〇
年
ご
と
に
燃
料
溶
融
事
故
が
発
生
し
て
き
た
が
、
最
大
の
原
子

力
発
電
所
事
故
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
に
お
け
る
事
例
で
あ
る
。

　

一
九
八
六
年
に
設
計
上
の
欠
陥
と
人
的
過
誤
が
重
な
っ
た
結
果
、
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
国
境
に
位
置
す
る
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
四
号
機
で
爆
発
が
起
き
た（

19
）。

こ
の
爆

発
に
よ
り
原
子
炉
の
炉
心
内
の
核
燃
料
の
多
く
が
大
気
中
へ
と
舞
い
上
が
り
、
近
く
の
土
地
に
降
り
注
ぎ
、

煙
霧
に
よ
っ
て
風
下
へ
と
飛
散
し
た
。
残
っ
た
核
燃
料
は
完
全
に
溶
融
し
て
、
原
子
炉
容
器
の
下
の
基
部

へ
と
流
れ
込
ん
だ
。
炉
心
の
火
災
は
二
週
間
以
上
続
き
、
放
射
性
核
種
を
放
出
し
続
け
、
欧
州
の
広
大
な

土
地
を
帯
状
に
汚
染
し
た
。
ソ
連
当
局
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
か
ら
三
キ
ロ
離
れ
た
位
置
に

あ
る
プ
リ
ピ
ャ
チ
の
街
か
ら
住
民
を
避
難
さ
せ
る
の
に
二
日
間
を
要
し
た
。
プ
リ
ピ
ャ
チ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
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イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
働
い
て
い
た
大
半
の
人
が
暮
ら
し
て
い
た
街
で
あ
る
。
こ
の
事
故
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
は
発
表
さ
れ
ず
、
ソ
連
当
局
以
外
の
人
た
ち
が
事
故
を
知
っ
た
の
は
、
事
故
か
ら
一
週
間
後
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
原
子
炉
の
放
射
線
モ
ニ
タ
ー
が
放
射
性
微
粒
子
を
検
知
し
た
時
で
あ
っ
た
。
ソ
連
当
局

は
降
下
物
の
雲
が
欧
州
の
上
を
漂
っ
て
い
た
時
も
そ
の
雲
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
。
キ
エ
フ
近
く
で

炉
心
火
災
が
続
い
て
い
た
の
に
、
ソ
連
当
局
は
約
十
日
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
メ
ー
デ
ー
の
パ
レ
ー
ド
を

中
止
に
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
ソ
連
当
局
は
降
下
物
の
雲
に
人
工
降
雨
の
た
め
の
種
を
ま
き
、
大
量
の
降

下
物
を
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
降
ら
し
て
、
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
内
の
モ
ス
ク
ワ
や
そ
の

他
の
大
都
市
に
放
射
性
降
下
物
が
到
達
し
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

何
百
万
と
い
う
人
々
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放
射
線
に
被
曝
し
た
。
五
〇
万

を
超
え
る
人
々
が
事
故
後
の
数
年
間
、
プ
リ
ピ
ャ
チ
で
「
リ
ク
ビ
ダ
ー
ト
ル
（
後
始
末
を
す
る
人
）」
と
し
て
、

原
子
炉
火
災
の
消
火
か
ら
、
原
子
炉
複
合
体
お
よ
び
人
が
い
な
い
街
の
浄
化
ま
で
、
様
々
な
労
働
に
従
事

し
た
。
放
射
性
降
下
物
は
欧
州
各
地
を
汚
染
し
、
大
量
の
汚
染
物
質
が
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
、
ス
ラ
ブ

諸
国
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
降
下
し
た
。
特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
は

非
常
に
大
量
の
降
下
物
が
降
り
注
い
だ
。
広
大
な
地
域
が
立
入
禁
止
区
域
と
な
り
、
現
在
も
住
む
人
は
い

な
い
。
数
百
と
い
う
村
か
ら
人
が
い
な
く
な
り
、
何
十
万
も
の
人
た
ち
が
避
難
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
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ラ
ル
ー
シ
の
病
院
に
は
、
拡
散
し
た
放
射
線
に
よ
る
病
気
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
棟
が
設
置
さ
れ
た
。

三
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
ジ
ャ
ム
、
キ
ノ
コ
、
イ
ノ
シ
シ
肉
な
ど
の
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た

食
品
が
欧
州
の
市
場
に
出
回
り
続
け
て
い
る
。

　

疫
学
的
な
結
果
だ
け
で
な
く
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
で
は
被
害
が
社
会
や
家
族
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
放
射
性
降
下
物
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
サ
ー
ミ
人
の
伝
統
あ
る
土
地
に
も
大
量
に
降
り
注
い
だ
。
サ
ー
ミ
文
化
は
ト
ナ
カ
イ
の
群
れ
を
中
心
と

し
て
築
か
れ
て
い
る
が
、
ト
ナ
カ
イ
の
主
な
食
ベ
物
は
地
衣
類
（
コ
ケ
）
で
、
地
衣
類
は
放
射
性
物
質
の
生

物
蓄
積
体
で
あ
る
た
め
、
ト
ナ
カ
イ
は
放
射
能
で
か
な
り
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
放
射
性
レ
ベ
ル
は

高
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
サ
ー
ミ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
の
健
康
に
被
害
を
与
え
た
だ
け
で
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
的
慣
習
の
一
部
を
変
え
始
め
た（

20
）。

ま
た
、
一
〇
〇
〇
年
も
の
間
続
い
て
き
た

持
続
可
能
な
経
済
、
食
物
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
も
問
題
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
地
震
と
津
波
に
よ
り
、
日
本
北
部
に
あ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
原
子

炉
三
基
が
完
全
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
。
こ
の
原
発
の
所
内
電
源
は
完
全
に
喪
失
し
、
原
子
炉
の
燃
料
と

使
用
済
み
核
燃
料
の
両
方
の
冷
却
系
統
が
機
能
を
喪
失
し
た
。
こ
れ
ら
の
燃
料
は
冷
却
さ
れ
る
こ
と
な
く

高
温
に
な
り
続
け
た
結
果
、
溶
融
し
た
。
古
い
核
燃
料
を
冷
却
し
て
い
た
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
で
火
災
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が
発
生
し
、
原
子
炉
容
器
内
の
高
温
の
燃
料
が
溶
融
し
て
漏
出
し
、
原
子
炉
の
下
の
基
部
へ
と
流
れ
込
ん

だ
。
溶
融
し
た
燃
料
は
水
素
ガ
ス
を
放
出
し
、
そ
の
水
素
ガ
ス
が
原
子
炉
建
屋
内
に
充
満
し
た
結
果
、
地

震
か
ら
数
日
内
に
四
回
の
爆
発
が
起
き
た
。
大
量
の
放
射
性
煙
霧
が
原
子
炉
建
屋
か
ら
立
ち
あ
が
り
、
風

下
へ
と
漂
い
流
れ
、
膨
大
な
量
の
放
射
性
核
種
が
風
下
の
街
や
稲
田
、
森
林
、
山
々
に
降
り
積
も
っ
た（

21
）。

　

こ
の
事
故
か
ら
三
日
目
と
四
日
目
に
完
全
な
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
が
起
き
た
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は
発
電
所
に
お
け
る
燃
料
溶
融
の
発
生
を
否
定
し
た
。
日
本
政
府
は
三
カ
月
経
っ

て
よ
う
や
く
、
当
初
か
ら
知
っ
て
い
た
事
実
を
国
民
に
対
し
て
認
め
、
何
十
万
も
の
人
が
発
電
所
周
辺
か

ら
よ
う
や
く
避
難
し
、「
仮
設
」
住
宅
に
入
居
し
た
。
そ
の
後
の
二
年
間
に
わ
た
り
、
降
下
物
の
雲
か
ら
の

汚
染
の
状
況
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
、
発
電
所
か
ら
さ
ら
に
離
れ
た
地
域
の
人
々
も
避
難
し
た
。

　

原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し
た
地
域
で
、
大
量
の
放
射
性
核
種
が
拡
散
し
た
場
合
、
特
に
問
題
と
な

る
の
は
ヨ
ウ
素
131
と
セ
シ
ウ
ム
137
で
あ
る
。
ヨ
ウ
素
131
は
半
減
期
が
比
較
的
短
い
粒
子
で
、
危
険
性
が
持

続
す
る
期
間
は
わ
ず
か
三
カ
月
未
満
で
あ
る
が
、
乳
製
品
を
消
費
す
る
こ
と
で
人
体
に
素
早
く
入
り
込
む
。

ヨ
ウ
素
131
粒
子
が
野
原
に
堆
積
し
、
そ
れ
を
牛
が
摂
取
し
、
牛
乳
か
ら
作
ら
れ
た
乳
製
品
を
人
間
が
消
費

す
る
。
現
地
の
牛
乳
が
す
ぐ
に
市
場
へ
と
流
通
す
る
こ
と
で
、
危
険
性
が
持
続
す
る
三
カ
月
以
内
に
ヨ
ウ

素
131
粒
子
を
人
間
が
体
内
に
摂
取
し
て
し
ま
う
。
人
体
は
甲
状
腺
で
ヨ
ウ
素
を
使
用
す
る
た
め
、
人
が
ヨ
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ウ
素
131
粒
子
を
摂
取
し
た
場
合
、
頻
繁
に
甲
状
腺
に
取
り
込
ま
れ
、
甲
状
腺
近
く
の
細
胞
を
損
傷
す
る
。

こ
れ
は
子
ど
も
に
と
っ
て
、
す
べ
て
の
放
射
線
被
曝
と
同
様
、
特
に
危
険
で
あ
る
。
子
ど
も
の
身
体
の
成

長
は
速
い
た
め
、
放
射
線
に
よ
る
傷
害
は
発
育
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
細
胞
や
器
官
を
損
傷
す

る
こ
と
に
な
る
。
原
発
事
故
が
起
き
る
と
、
甲
状
腺
が
ん
が
放
射
性
降
下
物
に
よ
る
内
部
被
曝
の
最
初
の

症
状
と
し
て
特
に
子
ど
も
に
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
近
隣
で
も
福
島
で
も
そ
う
で
あ
っ

た
。

　

セ
シ
ウ
ム
137
は
約
三
〇
〇
年
間
、
危
険
性
が
持
続
す
る
。
セ
シ
ウ
ム
137
は
特
に
生
態
系
に
堆
積
す
る
と

土
壌
か
ら
水
へ
、
植
物
へ
、
そ
し
て
動
物
へ
と
容
易
に
移
動
す
る
。
ひ
と
た
び
一
定
量
の
セ
シ
ウ
ム
137
が

生
態
系
内
に
堆
積
す
る
と
汚
染
が
持
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
セ
シ
ウ
ム
137
の
危
険
性
が
持
続

す
る
三
〇
〇
年
間
に
、
多
く
の
長
期
的
な
問
題
を
も
た
ら
す
。
野
火
が
発
生
し
た
場
合
、
セ
シ
ウ
ム
137
の

粒
子
が
放
出
さ
れ
て
エ
ア
ロ
ゾ
ル
化
さ
れ
、
再
び
風
下
に
飛
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
校
庭
や
稲
田
、
家
屋

な
ど
の
場
所
を
「
除
染
」
し
て
も
、
そ
の
後
の
雨
や
風
が
近
く
の
森
林
や
土
壌
か
ら
セ
シ
ウ
ム
137
粒
子
を

除
染
し
た
場
所
へ
と
運
び
、
再
び
汚
染
す
る
。
セ
シ
ウ
ム
137
の
半
減
期
が
長
い
と
い
う
こ
と
は
、
セ
シ
ウ

ム
137
が
多
く
の
個
体
を
突
き
抜
け
、
長
く
残
存
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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５　

核
廃
棄
物

　

福
島
の
町
々
が
除
染
さ
れ
た
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
単
に
汚
染
さ
れ
た
物
が
別
の
場
所
に
移
さ
れ
た
だ

け
で
あ
る
。
福
島
の
至
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
黒
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
に
入
っ
て
い
る
汚
染
土
壌
は
、

そ
の
袋
に
詰
め
た
時
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
放
射
線
で
汚
染
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
黒
い
袋
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
す

べ
て
の
場
所
が
現
在
、
放
射
性
廃
棄
物
の
保
管
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
問
題
が
起
き
た
こ
と
が
な
い
原

発
が
閉
鎖
さ
れ
、
運
転
が
停
止
さ
れ
る
時
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
が
核
廃
棄
物
と
化
し
た
建
屋
と
設
備
の
解

体
と
い
う
長
い
過
程
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
。
核
廃
棄
物
は
あ
ら
ゆ
る
核
技
術
に
よ
る
生
産
と
使
用
の
段

階
ご
と
に
発
生
す
る
。
低
レ
ベ
ル
、
中
レ
ベ
ル
、
高
レ
ベ
ル
に
分
類
さ
れ
る
核
廃
棄
物
を
入
れ
る
べ
き
封

じ
込
め
容
器
の
性
質
と
核
廃
棄
物
を
封
じ
込
め
る
べ
き
期
間
の
長
さ
は
、
廃
棄
物
の
分
類
レ
ベ
ル
と
性
質

に
応
じ
て
異
な
る
。
最
も
注
意
を
要
す
る
の
は
、
高
レ
ベ
ル
の
核
廃
棄
物
で
あ
る（

22
）。

　

高
レ
ベ
ル
の
核
廃
棄
物
の
大
部
分
は
使
用
済
み
核
燃
料
棒
で
、
兵
器
用
ま
た
は
原
発
用
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
生
産
す
る
原
子
炉
の
運
転
に
よ
っ
て
発
生
す
る（

23
）。

使
用
済
み
核
燃
料
棒
は
非
常
に
高
温
で
あ
り
、
か

つ
大
量
の
有
毒
な
化
学
物
質
と
放
射
性
微
粒
子
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
大
量
の
ウ
ラ
ン
と
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
み
、
何
十
万
年
、
あ
る
い
は
何
百
万
年
も
の
間
、
極
め
て
危
険
で
あ
り
続
け
る
。
こ
れ
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ら
は
何
千
年
も
の
間
、
水
や
生
き
物
に
触
れ
な
い
よ
う
に
十
分
に
封
じ
込
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
世
界
に
は
ほ
ぼ
三
〇
万
ト
ン
も
の
使
用
済
み
核
燃
料
が
存
在
し
て
お
り
、
し
か
も
毎
年
、
さ
ら
に

何
千
ト
ン
も
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
使
用
済
み
核
燃
料
棒
の
一
部
は
、
一
九
四
五
年
に
長
崎
に
投

下
さ
れ
た
原
爆
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
産
し
た
原
子
炉
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

使
用
済
み
核
燃
料
を
封
じ
込
め
る
方
法
に
つ
い
て
の
国
際
社
会
の
一
致
し
た
見
解
は
、
地
層
処
分
場
（
Ｄ

Ｇ
Ｒ
）
と
し
て
知
ら
れ
る
広
大
な
地
下
貯
蔵
場
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、
地
下
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
封
じ
込
め
る
構
造
物
を
建
設
し
、
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
銅
製
の
容
器
に
使
用

済
み
核
燃
料
を
入
れ
、
湿
る
と
膨
張
す
る
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
粘
土
を
貯
蔵
施
設
に
充
て
ん
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
Ｄ
Ｇ
Ｒ
に
使
用
済
み
核
燃
料
棒
が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い（

24
）。

建
設
が
完
了
し
た

封
じ
込
め
施
設
が
あ
る
の
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
け
で
あ
り
、
今
後
一
〇
年
か
ら
二
〇
年

の
う
ち
に
使
用
済
み
核
燃
料
を
貯
蔵
施
設
に
移
し
始
め
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ン

カ
ロ
貯
蔵
施
設
は
、
同
国
の
小
規
模
の
原
子
力
複
合
体
の
四
基
の
原
子
炉
か
ら
出
る
使
用
済
み
燃
料
を
保

管
す
る
予
定
だ
が
、
過
去
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
欧
州
最
大
の
地
層
処
分
施
設
の
建
設
地
の
一
つ
で
あ

る
。
地
球
上
の
何
百
基
も
の
原
子
炉
や
、
核
兵
器
国
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
で
生
じ
る
使
用
済
み
核
燃
料

の
た
め
に
、
こ
う
し
た
核
廃
棄
物
処
分
場
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
大
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
つ
な
が
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る
世
界
規
模
の
膨
大
な
建
設
作
業
を
意
味
す
る
。

　

さ
ら
に
我
々
は
一
〇
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
こ
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
う
ま
く
封
じ
込
め
る
施
設
を
建

設
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
封
じ
込
め
期
間
は
、
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た
人
類
の
起
源
で
あ

る
人
間
は
別
と
し
て
、
近
代
の
人
間
が
地
球
上
で
生
き
て
き
た
期
間
よ
り
長
い
。
人
類
が
農
業
を
始
め
て

ま
だ
一
万
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
し
、
電
気
を
使
い
始
め
て
三
〇
〇
年
足
ら
ず
で
あ
る
。
研
究
室
の
実
験

で
封
じ
込
め
が
い
か
に
成
功
し
よ
う
と
も
、
高
温
で
有
毒
な
放
射
性
燃
料
棒
を
何
万
年
も
封
じ
込
め
る
キ
ャ

ニ
ス
タ
ー
を
、
我
々
が
設
計
し
て
建
造
で
き
る
と
信
じ
る
に
足
る
、
確
実
な
保
証
は
な
い
。
人
類
が
建
設

し
た
も
の
で
五
〇
〇
〇
年
の
期
間
す
ら
存
続
し
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
一
〇
万
年
の
間
、
無
傷
で
貫
通

性
が
な
く
変
化
し
な
い
地
下
構
造
物
を
建
設
で
き
る
と
信
じ
る
こ
と
は
た
だ
の
願
望
で
し
か
な
い
。
我
々

は
こ
れ
ま
で
に
製
造
さ
れ
た
中
で
最
も
有
毒
な
物
質
を
、
膨
大
な
量
、
製
造
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
有
毒

物
質
は
我
々
の
子
孫
が
住
む
世
界
の
一
部
と
な
る
。
そ
れ
が
子
孫
に
害
を
与
え
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
が
、

そ
れ
が
叶
う
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
に
は
、
将
来
、
何
も
知
ら
さ
れ

ず
に
我
々
が
残
し
た
核
廃
棄
物
を
共
有
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
何
世
代
に
も
わ
た
る
人
類
や
他
の
生
物
が
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

我
々
の
時
代
に
は
、
水
爆
実
験
に
よ
り
放
射
性
降
下
物
が
高
層
大
気
圏
や
対
流
圏
、
成
層
圏
に
飛
散
し
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た
。
飛
散
し
た
空
間
で
、
放
射
性
微
粒
子
は
何
年
も
の
間
、
地
球
を
周
回
し
た
後
、
ゆ
っ
く
り
と
地
表
に

落
ち
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
放
射
性
降
下
物
の
大
半
が
地
球
全
体
に
拡
散
し
た
。
現
在
、
世
界
の
核
実
験

に
よ
る
降
下
物
は
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る（

25
）。

二
〇
一
一
年
に
長
崎
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
（
爆
心
地
）
か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
の
土
壌
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
世
界
の
核

実
験
に
よ
る
放
射
性
核
種
の
方
が
、
一
九
四
五
年
の
原
爆
投
下
に
よ
る
も
の
よ
り
多
く
見
つ
か
っ
た（

26
）。

放

射
性
降
下
物
は
エ
ベ
レ
ス
ト
山
か
ら
南
極
、
マ
リ
ア
ナ
海
溝
に
至
る
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
検
出
さ
れ
て
い

る
。
核
実
験
場
や
原
子
力
事
故
の
発
生
場
所
の
周
辺
で
は
、
事
故
直
後
に
低
層
大
気
圏
内
か
ら
降
っ
た
た

め
、
放
射
性
降
下
物
は
高
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
、
高
層
大
気
圏
に
入
っ
た
放
射
性
降
下
物
は
生
態
系
全
体

に
拡
散
し
た
。
一
九
五
三
年
と
い
う
早
い
時
期
に
米
国
政
府
が
実
施
し
た
、
世
界
各
地
の
二
万
人
の
被
験

者
の
骨
と
歯
に
関
す
る
秘
密
調
査
で
、
核
実
験
に
よ
る
放
射
性
核
種
の
摂
取
が
世
界
中
で
進
ん
で
い
る
こ

と
が
判
明
し
た（

27
）。

６　

結
論

　

一
九
四
五
年
に
広
島
と
長
崎
で
何
十
万
も
の
人
々
が
、
原
爆
に
よ
っ
て
外
部
被
曝
し
、
多
く
の
人
が
爆

発
で
飛
び
散
っ
た
放
射
性
微
粒
子
に
よ
り
内
部
被
曝
を
経
験
し
た
。
さ
ら
に
何
千
も
の
人
が
、
黒
い
雨
に
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含
ま
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
長
崎
で
は
爆
心
地
の
風
下
に
降
下
し
た
放
射
性
微
粒
子
に
よ
り
、
内
部
被
曝

を
経
験
し
た（

28
）。

そ
れ
か
ら
何
十
年
に
も
わ
た
り
、
さ
ら
に
何
百
万
も
の
人
々
が
放
射
性
降
下
物
に
曝
さ
れ
、

放
射
性
核
種
を
摂
取
し
、
病
気
に
な
っ
た
り
早
逝
し
た
り
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
人
が
放
射
性
降
下
物
で

汚
染
さ
れ
た
故
郷
の
土
地
か
ら
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
家
族
を
養
う
食
べ
物
を
得
る
た
め
、
汚

染
さ
れ
た
土
地
や
海
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
放
射
性
微
粒
子
は
半
減
期
が
長
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
た
め
、
体
内
に
摂
取
し
た
放
射
性
核
種

が
人
間
や
す
べ
て
の
生
き
物
に
も
た
ら
す
危
険
性
は
将
来
に
わ
た
っ
て
何
世
代
も
持
続
す
る
。
さ
ら
に
、

我
々
の
時
代
の
核
廃
棄
物
が
残
存
す
る
こ
と
で
、
計
り
知
れ
な
い
数
の
人
た
ち
が
、
想
像
を
超
え
る
長
期

間
に
わ
た
っ
て
放
射
線
被
曝
の
危
険
に
曝
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
我
々
は
毎
年
、
多
く
の
核
廃
棄
物

を
生
み
出
し
、
核
兵
器
国
は
皆
、
核
戦
争
の
脅
威
を
拡
大
さ
せ
、
核
兵
器
の
生
産
を
何
十
年
も
継
続
さ
せ

る
近
代
化
計
画
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
悲
劇
で
あ
り
、
我
々
は
今
な
お
悲
劇
の
道
を
歩
み

続
け
て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
は
我
々
が
方
向
転
換
す
る
の
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
す

べ
て
の
核
兵
器
国
が
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
た
め
、
我
々
は
核
兵
器
国
に
条
約
を
遵
守
さ
せ
る
戦
略

を
練
る
必
要
が
あ
る（

29
）。

だ
が
、
条
約
を
遵
守
し
た
と
し
て
も
核
廃
棄
物
は
既
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

広
島
と
長
崎
に
お
け
る
ヒ
バ
ク
シ
ャ
世
代
が
亡
く
な
る
に
つ
れ
て
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
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に
耐
え
、
何
が
起
き
た
の
か
と
い
う
記
憶
を
継
承
す
る
方
法
を
、
我
々
全
員
が
懸
命
に
模
索
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
記
憶
を
新
し
い
世
代
に
伝
え
て
い
く
方
法
は
数
多
く
あ
る
。
広
島
と
長
崎
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
の
絆
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
こ
の
記
憶
の
輪
を
広
げ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。
世
界
中
の
人
々
が
、
放
射
線
被
曝
に
よ
っ
て
受
け
る
被
害
や
、
放

射
能
汚
染
と
共
に
生
き
る
危
険
性
に
つ
い
て
証
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
広
島
と
長
崎
の

被
害
を
普
遍
的
に
理
解
す
る
必
要
性
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
核
技
術
に
よ
る
何
百
万
も
の

人
た
ち
の
被
害
を
理
解
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
我
々
が
核
物
質
の
生
産
を
継
続
す
る
こ

と
で
必
然
的
に
排
出
さ
れ
る
核
廃
棄
物
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
確
実
に
被
害
を
受
け
る
さ
ら
に
多
く
の
人
々

を
理
解
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
放
射
線
の
被
害
に
曝
さ
れ
て
い
る
。
半
減
期
が
長
い
多
く
の
放

射
性
核
種
は
、
核
兵
器
の
生
産
と
実
験
な
ら
び
に
原
子
力
事
故
の
負
の
遺
産
が
引
き
起
こ
す
危
険
性
と
傷

害
を
、
遠
い
将
来
に
ま
で
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
に
は
、
核
実
験
場
や
原
子

力
事
故
現
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
、
何
世
代
も
の
人
々
も
含
ま
れ
る
。

彼
ら
は
、
核
技
術
の
軽
率
な
使
用
に
よ
っ
て
地
球
上
を
飛
散
す
る
放
射
性
物
質
に
遭
遇
し
、
内
部
被
曝
す

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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